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論　　文　　の　　要　　旨

　この論文は，米国フェルミ国立加速器研究所の衝突型加速器テバトロンに設置されたCDF

（Co山derDetectoratFer舳ab）検出器を用いて行われた陽子・反陽子衝突による申間ボソンの諸

性質に関する実験的研究の報告である。

　弱い相互作用を媒介する申間ボソンW士，Zoは，1983年CERN（ヨーロッパ素粒子中央研究所）

において発見された。フェルミ研究所のテバトロンは，CERN衝突器の約3倍のエネルギーを有し，

これらの粒子の生成確立は，CERNの約3～4倍であることが予測されていた。テバトロンにおけ

る実験は，これらの粒子の生成機構や，質量等その諾性質の解明を一つ重要課題として進められて

いる。

　本研究は，1987年に行われた実験（積分ルミノシティ27．4nb－1）とその解析に関するものである。

中間ボソンはW→eレZ→e＋e一の2つのチャンネルにより同定された。Zoの検出，および中間角度領

域（検出器名でエンド・プラグ領域，擬ラピディティ1＜1グ＜2．3）に放出された電子によるW

に関する研究としては，最初の学位論文である。

　著者はCDF検出装置の一部をなすエンド。プラグ電磁カロリメーターの設計・製作に従事し，ま

たその信号読出用電子回路の量産のための品質管理システムの設計・製作を行った上で量産の管理

を行った。この電磁カロリメーターの性能テストはフェルミ研究所の高エネルギービームを用いて

行われ，著者はこのテストに参加し，検出器面上での感度分布を中心としたデータ解析を行った。
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　この論文で扱われているCDF衝突実験は，1987年春に行われ，著者はこの本実験に従事した。

データ解析では，著者はエンド・プラグ領域に放出された電子の同定のため，飛跡検出器（VTPC）

および電磁カロリメーターの情報を併用したアルゴリズムを確立し，またビーム・テストに基く詳

細なエネルギー較正により，電子の同定とエネルギー決定を行った。これらの結果を基礎に，事象

の大域的特徴を基準としたW粒子およびZ粒子の同定を行い，それらの生成断面積として，σw・

B－2．3±O．4±O．5nb，σz・B＝O14±O．2±O．1nbを得た。またW粒子の質量として，Mw＝81．4±

5．8±4．OGeV／c2を得た。これらの値は，従来の測定値や標準理論の予測と誤差の範囲内で一致して

いる。

審　　査　　の　　要　　旨

　この研究は，テバトロンにおける同種の研究の最初のものであり，量子色力学，電磁統一理論等

に貴重な情報を提供している。得られたデータ量が十分でないため，精度はCERNにおける過去の

成果と同程度であるが，CDF実験において申間ボソン研究の方法を開拓したものとして大きな意味

をもっている。

　研究は共同研究であるが，著者の貢献と独創性は装置製作・テスト・解析の諸面に十分認められ

る。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに充分な資格を有するものと認める。

一423一


